
平
成
二
十
一
年
六
月
十
九
日
提
出

質

問

第

五

七

〇

号

日
本
国
号
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

岩

國

哲

人

570



日
本
国
号
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昭
和
九
年
に
文
部
省
臨
時
国
語
調
査
会
に
お
い
て
、
「
日
本
」
の
読
み
方
は
「
に
っ
ぽ
ん
」
に
統
一
さ
れ
、
例
外
的
に
東
京

の
日
本
橋
と
「
日
本
書
紀
」
だ
け
は
「
に
ほ
ん
」
と
読
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
外
交
文
書
に
お
け
る
国
号
の
英
文
表
記

が
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
か
ら
「
Ｎ
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ
」
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
外
交
用
語
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
を
は
じ

め
と
す
る
ラ
テ
ン
諸
語
は
Ｈ
の
音
が
発
音
さ
れ
な
い
こ
と
も
考
慮
さ
れ
た
と
す
る
見
解
や
、
満
洲
事
変
の
勃
発
と
と
も
に
、

「
保
守
回
帰
」
が
起
こ
り
、
穏
や
か
な
語
感
の
「
に
ほ
ん
」
よ
り
も
音
韻
的
に
力
強
い
「
に
っ
ぽ
ん
」
を
選
ん
だ
と
い
う
経
緯

が
あ
っ
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

こ
の
文
部
省
臨
時
国
語
調
査
会
の
決
定
を
受
け
、
帝
国
議
会
で
も
審
議
さ
れ
た
。

戦
争
中
の
昭
和
十
六
年
に
は
、
帝
国
議
会
で
、
当
時
の
国
号
「
大
日
本
帝
国
」
の
発
音
を
「
だ
い
に
っ
ぽ
ん
て
い
こ
く
」
と

定
め
る
検
討
が
な
さ
れ
た
が
、
保
留
の
ま
ま
法
律
制
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

戦
後
、
昭
和
二
十
一
年
、
帝
国
憲
法
改
正
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
「
日
本
国
」
と
「
日
本
国
憲
法
」
の
正
式
な
読
み
方
に

つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
金
森
徳
治
郎
憲
法
担
当
大
臣
（
当
時
）
は
、
「
決
ま
っ
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
十
五
年
七
月
、
佐
藤
栄
作
内
閣
は
、
「
日
本
」
の
読
み
方
に
つ
い
て
、
「
『
に
ほ
ん
』
で
も
間
違
い
で
は

一



な
い
が
、
政
府
は
『
に
っ
ぽ
ん
』
を
使
う
」
と
、
「
に
っ
ぽ
ん
」
で
統
一
す
る
旨
の
閣
議
決
定
を
行
っ
た
が
、
法
制
化
に
ま
で

は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

右
の
閣
議
決
定
は
現
在
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
か
。

二

他
国
で
、
国
号
の
現
地
発
音
が
複
数
使
用
さ
れ
て
い
る
国
の
存
在
を
認
識
し
て
い
る
か
。

三

今
後
、
「
日
本
」
の
読
み
方
を
統
一
す
る
意
向
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


